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北朝鮮の核脅威下の韓国    　　
―２０１３年３月の韓国現地調査―











張していた朴槿恵大統領は当選に功労のあった“一等功臣”は全く登用せず、恵のシンクタンクと見られていた国家未来研究院からも誰も登用されなかった。そのため政権発足当初にあるはずの盛り上がりに大きく欠けることになっ 。政権スタート直後の世論調査では朴槿恵の支持率は四十九％と低 、歴代最低を記録してい 。ちなみに前任者の支持率をみると、李明博は八〇％台、盧武鉉は六十一％、金大中は七十一％だった。
どうしてこういうことになったのであろ
うか。朴槿恵氏の性格から来るとの見方が強い。朴正熙の娘として極めて限られた空間の中で育ち、両親の死の衝撃、孤独、独断専行等、協調性に欠ける性格が災いしているものと見られる。ニックネームが手帳公主（手帳のお姫様）である。父親朴正熙も有名な“メモ魔”であり、Ｌｉｔｔｌｅ














もたらした特徴は、北の核武装が韓国にとって現実の脅威として浮かび上 った点にある。この点が従来 違った点であろう。北朝鮮の核の脅威に対 、韓国では南北対話の継続、中国を通じた 説得、米国のミサイル防衛網への参加等の主張があるが、注目されるのが韓国自身 核武装論の高まりであろ 二年前にも“元祖保守派”と呼ばれる金容甲議員や金大中朝鮮日報顧問が韓国の核武装の必要性を主張していが、世論の反応はいまいちであった しかし今回は 論調査でも高い支持率 上げいる。韓国ギャラップ社が二月二十日に発表した世論調査では、六十四％が韓国の核武装に賛成 ていたのである。
趙甲済氏は氏のブログ等で「自衛的核武











最中に現役少将を団長に多数 将軍が含まれる人民武力部投資代表団が東南アジア滞在中であることが確認されている。また板門店の連絡電話は切られている 、開城工団稼動のため南北間に設置された西海軍事通信線は維持されている。通信線を遮断すれば北の労働者五万余人が貰う年間現金収入九〇〇〇万ドルは飛んでしまうことになる。さらに南北間の飛行情報区域（ＦＩＲ）での南北航空管制も正常に稼動 ている。それにより、北朝鮮は年間九〇〇万ドルの領空通過料を得ている。それらがいつまで維持されるかも朝鮮半島危機の見逃せないリトマス試験紙であろう。なお帰国後の
27日、北朝鮮は南北の軍事通信線を遮断
すると韓国側に通知してい（のぞえしんいち・アジア研究所嘱託研究員）
